
栄養教諭を中核とした食育推進事業 

事業結果報告書 

              

１． 事業推進の体制 

栄養教諭所属校校長等連絡協議会

開催回数　１回
委 員 等 　校長、栄養教諭、学識経験者、
               教育事務所指導主事、
               市町村担当者

青森県教育委員会文部科学省

推進地域　栄養教諭配置の市町村５地域
・検討委員会の設置

・地域食育推進事業の実施
（実践発表会への参加、食育体験活動、親子料理
教室、交流給食会、食と健康教室等）

推進地域の実践

市町村教育委員会

食育推進実践発表会

本事業推進地域の取組の実践発表

 

２． 事業内容 

テーマ１ 市町村、学校、学校給食センターとの連携体制等の食育に取り組むための体制づくり 

① 新規栄養教諭所属校校長等連絡会議 
開催期日：平成２４年４月１６日  出席人数：２１人 

 （内容）１ 説明 (1) 栄養教諭の職務等について 
(2) 栄養教諭が行う食に関する指導について 

２ 協議 (1) 学校における食育の体制整備について 
(2) 栄養教諭の専門性を生かした食に関する指導の進め方について 

② 栄養教諭所属校校長等連絡協議会の開催 
開催期日：平成２５年２月７日  出席人数：６２人 

 （内容）１ 説 明   栄養教諭の活動状況等について 
２ 協 議 (1) 学校における食育の体制整備について 

(2) 栄養教諭を中核とした効果的な食に関する指導の進め方について 

テーマ２ 栄養教諭を中核とし、体験活動を通した学校における食育の推進 

① 地域食育推進事業の実施 
栄養教諭配置の５市を推進地域として指定し、学校における食育推進体制を整備するとともに、児童生徒に対

する体験的な取組の実践を行った。    
② 発達段階に応じた食に関する指導計画（全体計画・年間指導計画）の作成と実践 
    食に関する指導計画作成状況 

平成２２年度  小学校 ８９ ９％  中学校 ７１.３％ 
平成２３年度  小学校 ９４.０％  中学校 ８１.３％ 
平成２４年度  小学校 ９５.０％  中学校 ８３.６％ 

都道府県名 青 森 県 

再委託先名 
青森市､平川市､むつ市､

十和田市､八戸市 



③ アンケート調査の実施 

(参考)23

２５校 作成率 89.0% 96.0%

２７校 平均日数 57.5日 76.6日

２６校 平均回数 24.7回 21.0回

２４校 平均回数 11.0回 14.4回

２６校 平均回数 35.7回 35.5回

１２校 実施率 43.0% 63.0%

１２校 整備率 43.0% 50.0%

２７校 実施率 96.0% 100.0%

２７人 実施率 96.0% 75.0%

１５人 実施率 54.0% 50.0%

平成２５年２月調査

１　指導の状況

栄養教諭が行う食に関する指導の実施状況について

調査数:栄養教諭配置校２８校

教科等の指導

特別活動＋教科等

食育だより

講習会等の講師

企画・運営

個別相談指導　　　実施

実施体制あり

単独平均66.8日　共同平均53.8日

最大  52回

最大  59回

最大  97回

指導計画　作成済み

給食の時間の訪問指導

特別活動の指導

 
２　特別活動における主な指導内容

のべ人数 のべ人数

2 11

9 7

13 6

8 6

11 4

9 9

10

３　教科等の指導

回数 回数

56 9

86 18

6 5

10 2

15 3

19 2

2 3

6 5

6 2

17 4

10 2

10

2

1 2

3

1

総合３年

小学校（小学部）

生活科２年

総合３年

その他

主な内容

指導した教科等

家庭科５年

家庭科６年

朝食について

給食に関すること

栄養とスポーツ、学力

道徳１年

生活単元学習１年

中学校（中学部）

（高等部）

保健体育１年

保健体育2年

保健体育3年

総合１年

総合２年

指導した教科等

技術・家庭１年

技術・家庭２年

技術・家庭３年

社会科４年

生活単元学習３年

生活単元学習小学部

国語３年 生活単元学習高等部３年

総合４年

総合５年

総合６年

体育（保健）３年

体育（保健）４年

体育（保健）５年

体育（保健）６年

生活科１年

主な内容

生活習慣に関すること

地域の食文化

和食のよさ

体の成長・健康に関すること

食品の働き等について

栄養のバランスについて

食事のマナーについて

好き嫌い・偏食について

おやつについて

 
 
 
 
 



 
４　食に関する指導の実践による効果等

・献立作成時に、パソコンのオンラインで全教員へ指導の書き込みをしてもらい、教科の指導時
期と給食との関連を図ることのできる献立を作成することができた。

・一年を通して得た食育の知識を生かして、体験学習を行うことができた。単発的なものではな
く、各領域と関連付けた指導ができたため、より理解を深めることができた。

・給食の残食が減ったり、嫌いなものでもがんばって食べたり、健康を考えて食事をとるという
意識が出てきた。

・食に関する知識、食に対する関心度は確実に高まっている。それを実践につなげることが難し
い。

（１）食に関する指導体制

・食に関する指導計画を作成し、年度当初に職員会議で提案することにより、全教職員の共通理
解が図られ、積極的に指導が進められた。

・食に関する指導を保健部等の分掌に位置づけ、栄養教諭も関係教職員とチームを組んで食育に
取り組むことにより、効果的に実施することができた。

・各学年の発達段階や実態の課題に応じて、計画的・継続的に指導が進めることができ、教職員
との情報交換を行い、学級間で共通した指導が行えるようになった。

（２）児童生徒

 
 

テーマ３ 家庭・地域への普及啓発 

① 学校における食育実践発表会の開催 
開催期日：平成２５年２月７日  出席人数：７５人 

 （内容）１ 発表 平成２４年度栄養教諭を中核とした食育推進事業における取組 
   青森市立大野小学校 
   平川市立小和森小学校 
   十和田市立東中学校 
   むつ市立第二田名部小学校 
   八戸市立青潮小学校 

     ２ 質疑応答 
② 栄養教諭が実践する食育の取組の周知（ホームページ、県教委広報等） 
③ 報告書の作成 

 

テーマ１～３に共通する具体的計画 

１ 栄養教諭の食に関する指導状況に係る調査の実施（２月） 

２ 県産品・地場産物活用状況調査（６月、１１月） 

 



本事業における評価指標と考察 

① 食に関する指導計画の作成状況（青森県全体の状況） 

H23 ： ８９．８％ （小学校 ９４．０％  中学校 ８１．３％） 

   H24 ： ９１．２％ （小学校 ９５．０％  中学校 ８３．６％） 

② 食に関連した体験学習（青森県全体の状況） 

H23 ： ８８．６％ （小学校 ９７．９％  中学校 ６９．９％） 

H24 ： ８７．５％ （小学校 ９７．５％  中学校 ６７．５％） 

 

  食に関する指導計画の作成状況は、徐々にではあるが増加している。食に関連した体験学習の実施率は、小学

校、中学校とも減少しており、新学習指導要領の完全実施により、食に関わる体験学習の時間の確保が難しいこ

とが伺える。今後は、学習する内容を精査して、指導計画に盛り込み、定着させることが必要である。 

本事業の成果 

実践中心校では、食育推進体制が確立され、栄養教諭が中心となって、学校・家庭・地域社会が連携し、事業

を実施したことにより、 
ア 食に関する全体計画、年間指導計画を作成することによって、指導が体系づけられ、計画的、継続的に実

施することができた。 
イ 児童生徒の知識、関心が向上するとともに、教職員の意識の向上が図られた。 
ウ 保護者、地域の方々への食に関わる講習会、食育だより等を通して実施してきたことにより、食育が家庭、

地域に浸透してきた。 
などの効果が現れてきており、結果として、好き嫌いしないで食べようと努力する児童生徒の増加、給食の食べ

残しの減少、健康のことを考えて食事をとるなど、児童生徒及び保護者の食に対する実践力の向上にもつながっ

てきている。 

今後の課題（今回の事業を実施した結果、新たに見えた課題） 

本事業を実施した実践中心校では、確実に食育が学校体制に位置づけられ、推進が図られているが、地域全体

への食育向上までは至っていない状況にある。 
各校における食育推進のための取組はもちろんであるが、実践中心校の取組を市町村全体に広げていくために

は、市町村教育委員会の役割が重要である。 
このことから、 

ア 市町村が主体的に「学校における食育」に取り組むため、市町村教育委員会における食育推進体制の整備 
イ 県全体に栄養教諭の取組、実践を広めるための、効果的な取組の実践 
が必要である。 

 


